2．3 接続方式(光アンバンドル→アクセスPF)
2．3．1 通信プロトコル

通信プロトコルは、ftpを使用する。

コネクション方法は、アクセスPFから光アンバンドル業務支援システムへコネクトする。（パッシブモード）
転送モードは、バイナリモードで転送する。

2．3．2 通信データ単位

通信データ単位は、1ファイル単位とし、1ファイルに複数レコード格納する。
光アンバンドル業務支援システムは、アクセスPF向けのファイルの作成・配置を行う。

アクセスPFは加須DCより光アンバンドル業務支援システムサーバ内に配置されたファイルを取得する。
通信失敗時のアクセスPFのリトライ回数は3回、リトライ間隔は0秒とする。
データ形式は、カンマ区切りのCSV形式とする。
転送時の形式は、ZIP形式で固定文字列のパスワードを設定したものとする。
光アンバンドル業務支援システム、アクセスPFのシステム間で流通する情報の概要を表２．３．２-１　流通情報一覧に示す。詳細なファイル仕様は２．５ ファイル仕様(光アンバンドル→アクセスPF)に示す。
表２．３．２-１　流通情報一覧
	項番
	流通情報名 *1
	概要

	1
	他事業者回線原簿情報
	他事業者回線原簿情報を光アンバンドル業務支援システムからアクセスPFが取得する。

	2
	終端ファイル
	他事業者回線原簿情報の配置完了を示す終端ファイル（.finファイル）を光アンバンドル業務支援システムからアクセスPFが取得する。


注)*1：光アンバンドル業務支援システムから取得した「他事業者回線原簿情報」と「終端ファイル」
が1組とならない場合はアクセスPFでエラーとする。
2．3．3 契機・条件

光アンバンドル業務支援システム、アクセスPFのシステム間でデータ流通に用いるインタフェースの一覧を表２．３．３-１　インタフェース一覧に示す。

表２．３．３-１　インタフェース一覧
	項番
	流通情報名
	プロトコル
	アカウント
	接続
周期
	インタフェース
	接続時間帯
	保存期間

	1
	他事業者回線原簿情報
	ftp(get)
	gdf_ftp

	1回/日
	アクセスPF

(get)

→光アンバンドル

業務支援システム
	夜間

（1:00～
2:30）
	10日間

（光アンバンドル業務支援システム内）


2．3．4 転送条件

1 光アンバンドル業務支援システムは、N-2日からN-1日までに変更が発生したレコードをN日分の送信対象とする。差分ファイル抽出期間は光アンバンドル業務支援システムの設定にて変更可能。
2 光アンバンドル業務支援システムはN日0：00までに、N日分のデータファイルと終端ファイルの作成･配置を完了する。

3 アクセスPFの加須DCはN日1：00から2：30までにデータファイルと終端ファイルの取得および展開を完了する。

4 光アンバンドル業務支援システムは対象データなしの場合0件のデータファイルおよび終端ファイルを配置する。
5 光アンバンドル業務支援システムでトラブルや運休によりN日分の更新差分ファイルを作成しなかった場合、翌営業日のファイル作成時に未作成分の期間を含めてファイル作成を行う。
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図 ２．３．４‑１　転送条件（通常時）
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図 ２．３．４‑２　転送条件（光アンバンドルでN日分のファイルを作成しなかった場合）
2．3．5 ファイル取得シーケンス

(1)アクセスPFから光アンバンドル業務支援システムへのファイル取得
アクセスPFの加須DCから光アンバンドル業務支援システムへファイルを取得する。

ファイル転送シーケンスを図２．３．５-１　光アンバンドル業務支援システム～アクセスPFファイル転送シーケンスに示す。





図２．３．５-１　光アンバンドル業務支援システム～アクセスPFファイル転送シーケンス
2．3．6 障害時対応方法
光アンバンドル業務支援システム、ネットワーク、およびアクセスPFの障害時対応方法を表２．３．６-１　障害時対応方法に示す。障害発生箇所に対する詳細な処理パターンについては、「別紙2.3.1 異常処理パターン（光アンバンドル→アクセスPF）」を参照
表 ２．３．６‑１　障害時対応方法

	項番
	障害発生箇所
	対処内容

	
	
	アクセスPF
	光アンバンドル

業務支援システム

	1
	光アンバンドル業務支援システム※


	復旧後、他事業者回線原簿情報等の取得・反映を行う。
	復旧後、最終作成完了日以降の他事業者回線原簿情報の差分情報の作成を行う。


	2
	ネットワーク※


	ネットワーク復旧後、通常のバッチ処理にてネットワーク障害発生時からの差分データの取得・反映を行う。


	通常のバッチ処理で他事業者回線原簿情報等の作成を行う。

	3
	アクセスPF※
	復旧後、取得済日付より未来日の他事業者回線原簿情報等の取得・反映を行う。

	通常のバッチ処理で他事業者回線原簿情報等の作成を行う。


※障害がN日以上解消されない場合、「２．３．７　障害が複数日以上解消されない場合の対応方法」を参照。(Nは業務／システム影響を勘案しユーザにより判断された日数)
２．３．７ 障害が複数日以上解消されない場合の対応方法

障害が複数日以上解消されない場合の対応方法を表２．３．７-１　障害が複数日以上解消されない場合の対応方法に示す。
表 ２．３．７‑１　障害が複数日以上解消されない場合の対応方法

	項番
	障害内容
	対処内容

	
	
	アクセスPF
	光アンバンドル

業務支援システム

	1
	障害により光アンバンドル業務支援システム側からN日以上データ取得ができない場合

(Nは業務／システム影響を勘案しユーザにより判断された日数)


	光アンバンドル業務支援システムから差分ファイルを媒体で取得し、他事業者回線原簿情報の反映を行う。

障害復旧後、通常のバッチ処理で差分データを取得し、他事業者回線原簿情報等の反映を行う。


	差分ファイルを媒体に出力しアクセスPF側に渡す。


2．3． ８　流通文字

２．３．８．１　文字コード

アクセスPF、光アンバンドル業務支援システム間のデータ流通では、UTF-8で記述されたファイルを対象とする。光アンバンドル業務支援システムから流通した文字コードでアクセスPFが変換するもの文字を表２．３．８．１－１　変換文字コードに示す。
表２．３．８．１－１　変換文字コード

	項番
	変換対象文字
	変換前コード
	変換後コード

	1
	"～"
	EFBD9E
	E3809C

	2
	"∥"
	E288A5
	E28096

	3
	"－"
	EFBC8D
	E28892


２．３．８．２ 　外字
制限なし。ただし、アクセスPF(オーダ制御)の端末で表示可能な全角文字コードは「別紙2.3.2 アクセスPF(オーダ制御)端末表示全角文字コード一覧」を参照。
２．３．８．３ 　特殊文字
制限なし。ただし、アクセスPF(オーダ制御)の端末で表示可能な全角文字コードは「別紙2.3.2 アクセスPF(オーダ制御)端末表示全角文字コード一覧」を参照。
２．３．９　接続先情報
２．３．９．１　ディレクトリ情報
アクセスPF、光アンバンドル業務支援システム間で流通するファイルの格納先を
表２．３．９．１-１　ディレクトリ情報一覧(光アンバンドル業務支援システム側)に示す。
表２．３．９．１-１　ディレクトリ情報一覧(光アンバンドル業務支援システム側)
	項番
	ディレクトリ*1
	説明

	1
	/data/gw/gdf_ftp/receive
	アクセスPFが光アンバンドル業務支援システムにFTP接続時のディレクトリ

	2
	/data/gw/gdf_ftp/send/genbo
	他事業者回線原簿情報にて、光アンバンドル業務支援システムからアクセスPFが取得する情報の格納先


注)*1：FTPログイン後cdコマンドで、項番2に移動してFTP(get)を実行する。
２．３．９．２　IPアドレス情報

　　　　アクセスPFから光アンバンドル業務支援システムの通信先IPアドレスは、

東日本「10.130.192.35」、西日本「10.130.193.99」とする。
２．３．１０　流通データ量
アクセスPF、光アンバンドル業務支援システム間で流通する流通データ量を

表２．３．１０-１　一日あたりの流通データ量に示す。
表２．３．１０-１　一日あたりの流通データ量

	項番
	流通情報
	平均レコード数
	最大レコード数

	1
	他事業者回線原簿情報
	40,990件
	133,545件


　２．３．１１　他事業者回線原簿情報取得最大日数

　　　アクセスPFが光アンバンドル業務支援システムから複数ファイルを取得する場合は3日分を最大日数とする。１日あたりのレコード数は流通データ量の平均レコード数40,990件を前提とする。
アクセスPFでは4日分以上が取込対象となった場合でも、システム上取込制限等は行わない。
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